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政府から７都道府県に緊急事態宣言が出され、感染者の増加が報道され続けています。 

この状況下で自社ではどのような対策を行うかまとめます。 

 

最も大切なのは、社員のみなさんとその家族、そして会社を守ることです。 

経営者、社員各自はもちろん、社員の家族の方にも三密（密閉、密集、密接）を避けてもら

い、各自の健康管理に努めてください。万が一体調不良や身体の異変を感じた場合はすぐに

他者との接触を控え、会社を休み、回復を待ってください。 

新型コロナウイルスに有効な薬はまだありません。まずは免疫力を高めるためにしっかり

と睡眠と栄養を取り、なるべく他者との接触を避け、マスクの着用、手洗い、うがい、アル

コール消毒などを行ってください。 

もしも会社で感染者が発生したら、会社への打撃は大きく、最悪会社が倒産してしまうこと

もあり得るという危機感を社員のみなさんとその家族の方々は持ってください。ただし、万

が一そのような状況になったり感染が疑われるときには会社として全力でサポートするの

で、迷わず連絡をしてください。 

 

A 感染者を出さないために注意するべき点は？  

 

【ヒトに関する対応】  

● 社員本人、および家族の健康状態の把握  

※ 聞き取り（自己申告含む） 

● 各自自宅や会社で就業前の体温測定  

※できれば非接触体温計 

● 就業中はマスクをする 

● 時差出勤 

※ラッシュ時の通勤を減らす 

● シフト制の導入 

※土日を含めたシフト制を導入し、一度に一緒にいる人数を減らす 

● 会社の入り口などでのアルコール消毒、手洗いの徹底 

● 他者とはなるべく距離をとり、私語を慎む 

● 室内の換気 

※1 時間に 1 回は換気を行う 

● 昼食は 2 交代で時間をずらし、離れて食事をとる 



※食堂以外での食事がとれるように会議室などを開放する 

● 会議、打合せはなるべく減らし、時間を短縮する  

● 在宅勤務の推奨 

● 出張を減らす  

● テレビ会議システムの利用 

● 感染時の報告義務の周知、緊急連絡網の整備   

● 休業時の待遇と処遇に関する事前説明（助成金の支給を受ける）  

● 来訪者に対する配慮（接触を控える、宅配業者や出入り業者の対応を考える）   

※来訪者がある場合は、来訪者の氏名・連絡先・訪問時間などを記入し、万が一の時すぐに

把握できるようにしておく。 

● なるべくストレスを溜めないようにリラックスし、笑える余裕を持つ 

 

【モノに関する対応】  

● 調達部材の遅延対応、代替策の検討  

● 取引先への影響を把握  

● 社員とその家族のためのマスク・消毒液の確保 

 

【カネに関する対応】  

● お金の流れを明確にする。 

● セーフティネット資金の借入など資金調達を模索する 

  

  

B もしも社内で感染者が出てしまった場合の対応策は?  

保健所または行政からの指示を待たず、感染経路に関する情報を速やかに収集・報告・対応

することが重要です。  

 

【ヒトに関する対応】  

● 感染者本人からのヒアリング ※ いつ、どこで、誰と接触したのか?  

● 社内外での濃厚接触者を把握  

● 社内での濃厚接触者の休業措置（経過観察）、注意喚起  

● 社外での濃厚接触者への経過報告、注意喚起  

● 取引先への報告と、事業継続の報告  

● 風評への対応、外部取材等への対応  

● 個人情報等の流出への配慮  

● 絶対に隠蔽しない 

 



【モノに関する対応】  

● 工場・事務所などへの衛生措置（アルコール散布等 保健所に連絡）  

 

【カネに関する対応】  

● 直接、間接の資金調達  

● 公的支援の活用  

  

 

C コロナ感染に関する情報  

下記 URL に各種情報が掲載されています。  

内閣府 https://www.cas.go.jp/jp/influenza/novel_coronavirus.html#c4   

厚生労働省 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html  

外務省 https://www.anzen.mofa.go.jp/covid19/pdfhistory_world.html   

中小企業庁 https://www.chusho.meti.go.jp/corona/index.html  

厚生労働省 雇用調整助成金  

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/pageL07.html 

 

《現在会社として実施している対策》  

● 緊急連絡網の整備 

※社員の連絡先・携帯電話・社員に何かあったときの連絡先など 

● テレビ会議システムの利用 

なるべく会わずに営業・打合せができるようにテレビ会議システムなどを利用する。 

● 自社での取り組みをウェブサイトに掲載する 

 

各企業様によって環境は違い、できることできないことなどあると思います。あくまでも参

考資料として、自社に合った取り組みをしてください。 

この資料は、合同会社 PD ジャパン様サイト（http://pd-japan.com）の下記の資料 

http://pd-japan.com/news/コロナウィルス対策と bcp/ 

および中小企業のみなさまからの情報をまとめて作成させていただきました。 

ありがとうございます。少しでもお役に立てれば幸いです。 
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